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アイダ設計（2990） 
減収赤字転落、無配へ。新築住宅への需要不透明化の

一方、建設資材・費用などの環境要因安定に期待。 
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• 2023/3通期は売上高が前期比9.1％減の564.6億円の減収、経常損益が▲

17.84億円、当期純損益は▲20.2億円と赤字転落、無配となった。 

• 予想を上回る原価高騰、設備納期遅延、職人不足や注文住宅の自由設計

複雑化といった要因が減収減益要因となった。 

• 新築住宅需が不透明の一方、国内木材価格の低下は進行しており、その

他資材等の需要逼迫解消による利益改善が期待される。 

• What is the news? 

5/12発表の2023/3通期は、売上高が前期比9.1％減の564.6億円、営業損益

は前期17.3億円から▲11.6億円へ、経常損益は前期15.1億円から▲17.8億円

へ、当期純損益は前期8.4億円から▲20.2億円の赤字転落へ。前期の一株4.0

円の年間配当に対し、当期は無配となった。 

国土交通省によれば、2022年における国内の新設住宅戸数（総戸数）が前

年比0.4％増となり、2021年における増加率6.6％と比べて成長が鈍化傾向に

あった。当社においては、職人不足による着工数の低下、住設機器の納期遅

延、注文事業における自由設計の仕様複雑化などにより工期が長期化する中

で、予想を上回る原価高騰があった事などが業績に影響したとされる。 

セグメント別業績は以下の通り。①分譲事業の売上高が前期比19.1%減の

262.7億円に対してセグメント損益は同51.9％減の17.6億円、②注文事業の売

上高は同1.3％増の270.6億円に対してセグメント損益は▲6.8億円の赤字計

上、③「その他事業（既存客向けリフォーム工事・メンテナンス請負、ロー

ン手続補佐、各種保険取り扱い等）」の売上高は同9.0％増の31.2億円に対し

てセグメント損益は同35.6％増の2.6億円となった。 

貸借対照表の資産項目では販売用不動産・仕掛販売用不動産といった在庫

の合計が対前年比で75.6％増加。負債項目の短期借入金は前年の87.5億から

152.7億円へ、長期借入金は前年133.7億円から201億円に拡大。いずれも納期

長期化や資材高騰による影響を受けた結果と見られる。 

How do we view this?  

2024/3通期会社計画は、売上高が前期比22.8％増の693.6億円、営業損益が

9.7億円、経常損益が2.9億円、当期純利益は1.3億円。増収と黒字転換を見込

む。 

毎月の住宅着工統計（国交省発表）によれば、新設住宅着工戸数の推移は

前年同月比で低下傾向にあり、今年5月には同3.5％増と4カ月ぶりに上昇を

見せたが、6月には同4.8％減と再び減少に転じた。また6月における持家新

着戸数（民間資金）の前年同月比の増減は18ヶ月連続の減少、分譲住宅（一

戸建て住宅）の前年同月比増減は8ヶ月連続の減少となっており、住宅需要

先行きに不透明感がある。 

一方、農林水産統計（農水省発表）における最新の木材価格調査（木材流

通統計調査：8月公表）によれば、令和4年7月~令和5年7月の間、木材素材

（丸太）の価格や木材製品（正角材）の価格は低下傾向にあった。木材以外

の資材や建材、什器、設備機器等の価格安定や需要逼迫解消があれば、納期

短縮化や粗利率の改善が期待されるだろう。 

 

 

業績推移

事業年度 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3F
売上高（百万円） 57,753 62,091 56,468 69,360
経常利益（百万円） 1,486 1,518 ▲1,784 290
当期利益（百万円） 834 844 ▲2,024 134
EPS（円） 22.11 22.37 ▲54.75 3.64
PER（倍） 0.99 0.99 - 95.05
BPS（円） 319.85 359.36 300.93 -
PBR（倍） 1.09 0.97 1.15 -
配当（円） 5.00 4.00 0.00 0.50
配当利回り（％） 1.45 1.16 0.00 0.14

 （出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成、F＝会社予想）　

配当予想（円） 0.50 （会社予想）

株価（円） 346
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主要株主（2023/6/29） （%）

1.會田　貞光 58.27

2.株式会社光大史 30.98

3.會田　大輔 3.29

4.アイダ設計社員持株会 2.90

5.尾島 努 1.02
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（出所:会社公表資料をもとにフィリップ証券作成）

2023/8/9（基準値）

1973年に會田貞光氏が創業した会田建築設計事務所
を前身として、1981年に一般住宅設計および建築確認申

請等を業とするアイダ建築設計が設立された。設立40周
年となる2021年6月28日にTOKYO PRO Marketへの新規

上場を果たした。

木造建築による住宅建築を主軸としており、セグメント
は分譲住宅の設計・建築・販売と土地の販売を行う「分

譲事業」、注文住宅の設計・建築・販売を行う「注文事業」
の２つが主軸。2023年3月末現在、本社を置く埼玉県をは
じめ、北は宮城県から南は沖縄県まで全国に91店舗の

販売拠点を設けている。

土地の仕入れから測量・設計・施工・アフターサー ビス
まで自社一貫体制を敷く。木材などの原材料をあらかじ

め加工しておくプレカット工程においても、自社所有の木
材プレカット工場で行うことで、余計な外注費や中間マー

ジンを抑え、工期短縮を図っている。2019年10月に稼働
を開始した茨城工場では、分譲事業および注文事業で

使用する木材の加工のほか、同業他社からの木材加工
も請け負う。

   2020年7月に「特定建設等許可」を取得し、住宅分野以
外でも、福祉施設・教育施設・医療施設・店舗などの大

型木造建築物への取組みも推進している。

　グッドデザイン賞（2020）、ウッドデザイン賞（2020）、
iF DESIGN AWARD(2022)など国内での受賞歴あり。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

0

100

200

300

400

2021/7 2021/11 2022/4 2022/9 2023/2 2023/7

出来高（右軸）
アイ ダ設計（左軸）
東証      指数（左軸）

円 株（※）東証      指数は相対株価

（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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